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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I．序
　日本神語では，伊邪那美が生んだ一番目の子は「水蛭子」或は「蛭子」，「蛭児」と言われ，不
具児であり，三歳になるまで立てず，船に乗せて流しやったと言われる。この子については，色々
な解釈がある。「蛭子」というのは一体何を反映したのだろうか。本稿では，蛭子の不具は月信
仰の反映であり，彼の空船流放は月信仰の集団が，日本列島へ渡来した史実の反映であることを
論じたい。
　日本の神話，伝説，昔話，物語の中では，不具の形式は様々なものが見られる。歴史の変遷に
つれて，その形式も変化していった。しかし，これらの背後には遥かな月信仰の要因があると考
えられる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　皿、史料
ここでは『古事記』，丁日本書紀』に記された史料を取り上げたい。
※群馬大学大学院教育学研究科
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『古事紀』。
　　伊邪那美と伊邪那岐二神がおのごろ島に天降り，天の御柱を立て八尋殿を建てて，天の御
柱を行き廻りて出会い，問答したところで夫婦の契りを結んだ，くみどに興して生める子は，
水蛭子。この子は葦船に入れて流し去てき。次に淡島を生みき。こも亦，子の例には入れざ
　りき1。
『日本書記』，神代上の第五段の本文。
　　伊奨諾尊と伊装再尊は国生みの後に毎，川，山，木の祖などの山川草木を生み，さらに日
　の神と月の神を生んで後に蛭児を載せて風のまにまに放ち棄2。
同書第五段の一書。
　　日月既に生まれたまひぬ。次に蛭児を生む。此の児，年三歳に満り．ぬれども，脚尚し立た
　ず，初め，伊装諾尊と伊突再尊，柱を巡りたまひし時に，陰神先ず喜びの言を発ぐ。既に陰
　陽の理に違へり。所以に，いま蛭児を生む3。
同書第四段の一書。
　　陽神は陰神と（伊突諾尊と伊突再尊）唱和し，遂に為夫婦して，先づ蛭子を生む便ち葦船
　に載せて流りてき。次に淡洲を生む4。
同書第四段の一書。
　　陰神先づ唱へて日はく，「妖哉，可愛少男を」とのたまふ。便ち陽神の手を握りて，遂に
　為夫婦して，淡路洲を生む。ついで蛭児を生む5。
そのほか，民問伝説などの中にも蛭子の故事はあるが，内容も大同小異であり，ここに取り上
　げる必要はないであろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　皿．研究史
　「水蛭子」或は「蛭子」の意義については，古来学者の見解が多く別れる。ここで代表的なも
のを簡単に述べよう。
　一つには蛭の文字に即して解釈したものがある。すなわち，武田祐吉は「蛭のやうに骨の無い
子。水田耕作の邪魔者なる蛭を，神の誤った婚姻で生じたものとしてゐる」と，水蛭子の神話は
蛭を駆遂する虫送りの信仰反映していることだという6。
　そのほかに文字の仮借表記説がある。滝沢馬琴は『玄同放言』巻一上に「蛭児は，日子（ひる
こ）也」と，「蛭」は「夜」に対する「昼」で「日」を意味し，「ひるこ」は天照大神の別名オホ
ヒルメの「ひるめ」（日女）に対する「日子」（ひるこ）の意味だという7。この説は，松岡静雄，
松本信広らにより継承されている8。しかし，滝沢馬琴によれば，「日子は星也。…かかれば蛭子
は星神也」と北極星を指すが，松本信広らは日の子が太陽の子の意味であると考えている。
　蛭子は不具の子の比楡といった解釈もある。橘守部の『稜威道別』巻三には「昼は比流牟（ひ
るむ）の義也。今俗に臆病なる者を骨なしと云うやうに，上つにも怯弱なる子を厭て昼児とぞい
ひけん。故れ児輩を警めて流之と云るにこそ。是れ武きを好めりし古への人情也。」とある9。
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　本居宣長の『古事記伝』巻の四は，手足なども無くて形が蛭に似ているのか，また書記に三歳
になるまで脚立たないとあることによれば，手足などはあるが弱くて萎えているさまが似ている
ので名づけたのであろうと説いているユO。
　白鳥庫吉は「水蛭はヒルムの意で，凄へ，たわむ，萎縮する等の意がある。また庫をシビルと
いふのも同語でビルが語根である。此の御子は水蛭の如く骨筋なへたわみて，ぐにゃぐにゃとし
てゐたので，水蛭児の名を得たのであらう」というI1。
　また，伊波普猷は沖縄で蛭をビル，不具の児や発育の悪い子をビールと呼ぶように，ヒルは不
具を意味することがあるという12。
　宮坂光次は蛭子Iを淡路島附近の暗礁と見なし，暗礁は潮が干るときに現れるので洞子（ひるこ）
と述べている13。
　これらの説にあるように，日の子説が現在の学界に主導的な地位を占めている。しかし，太陽
と「脚猶不立」の不具的な形象との問には連係の必然性に関する証明が乏しい。「ひるこ」は『古
事記』にも『日本書記』にも「水蛭子」または「蛭子」と表記されており，「日子」のごとき文
字を用いていない。「古事記」の中に蛭子は「子の数に入らず」とある。また日神は『日本書記』
に「天照大神」のほかに「大日霊貴」または「天照大日霊尊」と記されており，「蛭子」はこの
ような日神の御子の数に入てはいない。したがって，此の説は検討の余地があると言われる玉4。
　このほかに，蛭を不具の子と比嚥した見解は，蛭子の不具の記載と一致していると考えられる。
しかし，何故不具の子を生んだかということについて，松村武雄は，台湾の洪水の難を免れた兄
妹が結婚したものの，不具の子ばかり生んだという神話を例として，蛭児の神話を，初生児産み
損じ型に属すると解していた15。不具児が生まれた原因について，多数の学者はこのような純生
物学的な観点を持っている。例えば福島秋穂は「未開状態にある人々が，近親者問の結婚と其れ
に伴う未熟児或は不具児誕生率の大きいことを経験的に認知し，其の事実を一個の物語に纏めた
もの，其れがヒルコ誕生謂の原初的形態であり，恐らくイザナキ・イザナミニ神は皇室の祖先神
などと見傲される如き存在ではなく，単なる民間に於ける物語の登場者にすぎなかったと思われ
る」という16。しかし，この点においては神話と生物学との間に異なったところがあり，議論の
余地もあると思う。
　蛭子が葦船または天磐樟船に乗せられて流されたことに対して異なった見方もある。松本信広
はこれを祭式と結び付けて解釈し，魂の新生を表す通過儀礼の思想の現われとした17。松前健は
これを太陽神を船に乗せて送迎する儀礼と結び付きが考えられるとする18。また，「不具児或は
異常形態の子供が生まれたとき，未開人が其れを河或は海に放流するという風習を基に創られた
ものである」という説がある19。民俗学者のフレーザは生児の棄てられる場合に水中が多いとい
うことは生児の血統の合法性を知るための「水占」の反映であると説明した22。これらめ見解に
ついても検討する必要があると思われる。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　v．蛭子と月信仰
　蛭子に対する解釈は，「日の子」の説より月信仰の史実の反映であるとする方がよいと考えら
れる。もし不具という点から考察すれば，水蛭子は月と月信仰集団との象徴の性質を持つと言え
る。縄文時代頃には，月文化が大陸より日本列島に伝来した21。蛭子の神話はこの史実の反映で
あろう。・
　不具の形象は月のシンボルであり，月の満欠盈虚という現象をもとに，多くの説和の中に扱わ
れている。日本の説話の例をみると，沖永良部島の「天道さん金の綱」の主人公の姉妹は，お月
様に下ろしてもらった金の縄を伝わって逃げるが，姉は逃げ遅れて片足を追ってきた鬼に食べわ
れてしまった。妹は月の裏側に回り，姉は片足の姿で今でも月の表側に見えると言う22。沖永良
部島ではまた，同じく主人公の姉妹のうち，姉を先に上らせてあとから上がづたために，妹の方
が追ってきた鬼によって片足を食い切られ，片足の妹は今でも水桶を担げてお月様の伴をしてい
るという話も探集されている23。
　外国の例では，南米北部の民話の中に，月の形象は片目であるという民話もある。「どうして
月は片目を失つたか」という話の中に，「太陽が両の目でまばゆい炎を放っているとすれば，月は，
それに対して片目しか持っていない。それは両者がけんかした時，太陽が月の方一片の目に砂を
投げつけ，そのためにもはや月の光はその偉大な太陽の光と競うことができなくなったというこ
とだ」という24。中国では，高山族の神話伝説の中に，むかし，天には二つの日が出てきた。子
供のイシカムダンは日に射されて死んだ。その父は子のために仇を討ち，日出のところへ行った。
その一つの日を射って，日の目にあたり，沙になった。日の光はすぐ減り，月になった。月は射
られた原因を聞いて，やましさを感じ，射手を容認した，それから涼しい夜空へ昇った。月の創
傷された目はいままでも直されず，つねに包帯をまく。そのため，いまなお月の上の包帯の陰影
が見えるという25。このように，不具は月の偏枯の象徴であり，月信仰の一族の標識であると思
われる。
　蛭子の母の伊邪那美は多くの月神の性質を持っていた。黄泉の訪問などの物語は月神話と関連
を持つ。これについては，すでに松前健，沼沢喜市らによって論述された26。彼女の月神の性質
が不具児を生んだ原因であろう。
　日本神語の中で，伊邪那美が火の神を生んでから死んだということは，中国の歴史における火
の神の祝融が負系を殺す伝説によるところものである27。伊邪那美に対応する縣とは，その字の意
味として魚から系出するものであるらしい。中国の歴史の中で，魚を象徴とする一族は月信仰の
一族であり，先泰の古書物の『山海経』，及び『准南子』において，魚は月の象徴とされるので28，
縣の一族は月信仰の一族とみて疑いはない。
　『山海経・海無い経』では「大洪水が起きた時，負系は帝の土の盗んでその土で洪水を止めた。
帝の命を持たなかった故に，帝は祝融に命じて縣を羽郊で殺させた。しかし，縣は萬となって生
きかえった。帝は萬に命じて布土して九州を定めた」という，萬の一族は縣から出生してきた。
魚系は伊邪那美と対抗するので，萬の神格は伊邪那美から生まれた蛭子に相当するものといえよう。
一88一
　この禺も不具児である。『帝国世紀』には，「世萬病偏枯，歩不相過，至今巫称萬歩是也」とあ
る。漢の楊雄の『法言・重黎』に「巫多萬歩」と，李軌注に「萬治水土，渉山河，病足，故行肢
也。」という。萬の字は象形の金文の中では蛭のような軟体の虫の形である。漢の許慎の『説文
解字』には「萬，虫也」とある。萬の一族は蛭子の一族と同じ月信仰の一族である。
　この一族はまた火神の一族でもある。日本神話の中に伊邪那美は火神をうんだ火神に灸られて
死んだとある。中国神話の中に縣は火の神に諌殺されたが萬を生んだとある。これは倭姫伝説に
おいても表現されており，大宜都比売は殺されたが，その生まれたこ日本に渡来したという29。
これはちょうど「蛭子」が葦船で流出された記載に合う。
　伊邪那岐と伊邪那美の神話について，多くの神話学者は洪水神話であると認めている30松前健
らは伊邪那岐と伊邪那美の神話を中国の西甫地区に広く見られる洪水を逃れた伏義，女禍兄妹が
相婚して始祖となる伝説と結び付け，その伝説の一変化であると論じた31。また伊邪那美の月神
神格と相対したが，伊邪那岐は日神の神格を持っていると述べている。
　しかし，伏義，女禍は古い伝説の申に，ともに月神の神格を持っている。伏義，女禍の伝説は
中国では古い時代からよく知られていた。古文献中に，「女禍人頭蛇身」（『楚辞・天問』王逸注），
「女禍蛇禍」（『文選』）とある。蛇は月の象徴である32。女禍には月神の神格があり，その伝説
は古代月信仰の反映であると思われる。女禍と対応する伊邪那美は，前述のとおり，月神の神格
をもつ。伏義は後世では日神のようであるけれども，早期の文献中では「蛇身人首」（唐司馬貞『史
記・補三皇本紀』）の形も持っている。だから，彼は同じ月形象の象徴である。彼の伝説は歴史
上の月信仰一族の伝説の一つであるにすぎない。漢初の馬王堆漢墓の工程常画の上部の中央には，
人面蛇身の形象があり，それは，伏義と認められ，また女禍とも認められる33。しかし，漢代の
経学の発達によって歴史が系統化された結果，伏義，女禍は合理化されて，日神と月神，陽神と
陰神となり，夫婦神になった。確かに，日信仰の一族は出現してから，月信仰の一族と多義に半
族となって婚姻’していた，伏義の名付けは，早期の文献によると月の意味がるので，彼の日神の
性格は比較的晩出のものと認められる。
　伏義，女禍は歴史上でともに月神の性格を持つので，ふたり不具と関連することもある。例え
ば，コーラオ族は，伏義兄妹を人倫の神として，みたまやを建てて像をつくる。その像のそばに
は，また一つ盲，一つ破の像がある34。これは一説によれば，伏義兄妹の以外の兄弟の像である
というが，これこれが伏義兄妹の正体であるかもしれない。伏義兄妹は祖神として，尊者の忌み
のために，盲，肢の姿が彼らの形象から分けられたのであるらしい。
　伊邪那岐と伊邪那美の神話は比較的複雑である。伊邪那岐と伊邪那美の神話は伏義，女禍の伝
説の要素のうち，晩期の要素を引き受けたと思われる。伊邪那岐の形象は日神の性格を持ってい
るが，これは伏義，女禍伝説の要素を引き受けることより，後の日族が出現した歴史を反映した
ものと言えよう。記紀の中に伊邪那岐は火の神を殺したことなどから見て，伊邪那岐の神格は中
国史の上，火の神を殺した日神帝當に当たるらしい。蛭子は神の一番の子（『日本書記』一書日）
として，日信仰より早く月信仰の一族を反映したものである。もし諸神に世代の系譜をならべれ
一89一
ば，蛭子は伊邪那岐の先輩の神であり，或は同じ世代の神である。だから，彼の身には日の子の
形跡が見られない。『記』『紀』の神話は後世の系統化と加工を経た結果であるので，繰り返す現
象と神話中人物の位置をずらす現象は，不可避であると思う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　V．蛭子と火の神
　月信仰の一族は，同時に火神の一族であるために，火神，竈神，及び鍛冶神等の関連神はみな
不具となる形象を持っていた。『山海経・大荒西経』に「有人名日呉回，奇左，是無右肱」，郭瑛
注に「呉回，祝融弟，亦為火正也」という。『左伝』昭公十八年に「穣火於玄冥，回禄」，注に「回
禄，火神」，疎に「回禄即呉回。」という。オロチョン族の神話の中に，火神の目は一人の女人に
刺されて失明し，一つ目は涙を流し，一つ目は血を流していたという35。
　日本の昔話と伝説及び民俗の中にも，不具と火，炉，竈は関連していた。例えば，片目の爺と
いう昔話では，本物の爺は右片目だが，爺に化けたきつね左片目で現れたため正体を見破られて，
米俵につめられ炉の上の火棚でいぶされたという36。
　また炭焼長者課の一例に，京都の長者の姫が，八月の祭りに行方が判らなくなり，道に迷い，
駿河の炭焼藤次郎の所に行って女房になる。姫は藤次郎の炭竃の側で鍾を叩くと小判が出て夫婦
は長者になり，炭竈の下に池を掘って鮒や鯉を飼うと，みな片目になるという37。そして，柳田
国男によれば，「秩父の横瀬川入の孤屋で自分が目撃した正月に竈神に上げるという馬の沓など
も，大きいのをただ片方けであった。」という38。
　竈神の形象は不具ばかりでなく，且つ醜魎を以て其の特徴とする。岩手県の『火男起源謂』は
次のような物語である。
　柴刈に行った爺が山の穴から醜い顔で膀ばかりいじっている童（わらし）を貰ってきた。この
童は，爺の家でも膀ばかりいじっていたので，爺かある時，火箸で童の膀を突いてみると，腐か
ら金の粒が出た。それから，日に二，三度ずつ金が出て，爺の家は，たちまち富貴長者になった
が，欲張りの婆さんが，もっと多くの金を出そうとして，爺の留守に火箸で醜童の踏をついたと
ころ，童は死んでしまった。爺が帰ってきて悲しんでいると，夢に童が出て，童に似た面を作っ
て竈の前の柱に掛けておけば，家が富み栄えるといった。この童の名前はヒョウトクといい，そ
れで，この土地では醜い童の顔の面を木や粘土で作って竈の前の釜男という柱に掛けておく。所
によっては，これを火男とも竈仏ともよんでいる39。
　東北地方で，やはり木や粘土で作った火の神或は竃神の醜い面を大黒柱に懸ける掛けておく。
　「竈神は稜れに敏感で，荒神と呼ぶ所も多いように，崇りやすく恐ろしい神とされ，さらに醜
い女神，気むずかしい神，不具（片足，目が悪いゴ耳が遠いなど）やケチである（貧しい，供物
も粗末なものを好む）という伝承も伴っている」40。こうした貧乏，汚す，人を恐れさせるなど
は，すべて後より起きた意味であろう。その本来の意義は月の形象からきた不具と醜魎のはずで
ある。竈の字は睡の字についている♂睡は蛭であるαそれで，竈はかま（蝦膜）どと称する。蛙
は火にも係わる。ヒキガエルは家の守り神で，火の用心をしてくれる蛙なので，殺してはいけな
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いと言われる41。また，蛙は月の象徴でもる。月信仰の一族は同時に火を持つ一族であるために，
竈の字は月の象徴の麗字につく。だから，竈神の形象は月の形象の不具と醜い顔の特徴を持つ。
　古代の中国で，月の形象はまた「人面」の形象を持つ（『山海経』）。月の表面にはいろいろな「海」
とよばれる平らな場所があり，地面から見ると暗礁の片状の斑模様になり，醜い人面Iを見せてい
る。月の表面中央の右側にはコペルニクスとよばれているクレーターがある。そのクレーターの
中には，明るく光るすじが放射状にでているので，明るい目と見なされ，その左側の「静かの海」
とよばれている暗斑が盲目のようである。このゆえか，月の形象は片目で，それと関連する神話
及び伝説，行事などは目の不具と関連し，そのほとんどは左側の目が不具なのである。
　鍛冶神，これは火神或は竈神の分化であり，不具の姿を持っていた。『日本書記』，r古語拾遺』
などには鍛冶神として天目一箇命（天目一命）があげられている。『日本書記』天孫降臨の段の
一書日には天目一箇神は作金者として天孫と一緒に天降したという42。『古語拾遺』には天目一
箇命は刀や斧や鉄鐸などを造ったという43。共に金属鍛冶と関連していた。
　不具と鍛冶との関連について，日本の伝説中にいろいろの事例がある。鍛冶屋の婆の伝説の中
に，弥三郎という鍛工の祖母が非道をやって片腕が切り落とされたという44。柳田国男取り上げ
た静岡県安倍郡の物語は，鋳物師と片目の魚が関連する45。
　また八幡神の伝説を例として見ると。『宇佐八幡御託宣集』，『宇佐八幡宮縁起』，『扶桑略記』
などの諸書によれば，欽明天皇三一年，八幡神が菱潟池の辺に鍛冶翁として初めて現れたという。
ことに奈良の大仏が鋳造された時，宇佐から大神朝臣杜女が上京して，八幡神は天神地砥を従え
て，銅の湯を水とし，わが身を草木土に交えて，大仏鋳造を授けようとの託宣をしたことを伝え
ている。このこと．はこの神の鍛冶神の性格をよく表している。八幡神の蝦膜神の性質によれば，
この神は事実上の竈（火，炉）神である46。この神の鍛冶神，炭焼の神等の性格は，火神の性質
から分化してきたものであろう。
　伝説の中にも八幡神と不具とがよく関連している。宇佐八幡に一つ目の信仰がある47。肥後国
鹿本郡には一目八幡様の伝説がある48。八幡神から「目一つ五郎」の形で片目の鎌倉権五郎の英
雄神が伝播した。なお八幡神社の池塘の中の魚も片目である。片目魚の伝説と鎌倉権五郎の伝説
は関連し，また八幡の放生会とも連なっている。鎌倉権五郎は戦場の傷で片目になり，彼の傷つ
いた眼を洗う池の伝承が多い。普通，八幡神社や薬師寺などが伝承地め池となり，その池の中の
さかなみな片目になるといわれる。柳田国男は「片目の魚」などの中でその物語を集めている。
また鎌倉権五郎は鍛冶とも関連する。神奈川県足柄下郡湯河原町鍛冶屋はもと鍛屋部落で，その
鎮守は五郎社といい，その祭神は鎌倉権五郎である49。炭焼小五郎の物語が八幡神の最古の神話
であると認められる50。炭焼小五郎物語の中に玉津姫が登場する。彼女の顔の上に黒瘡があると
言われる。その黒癒は恐らく竈神の醜くさと同じで，月面の黒影の象徴であろう。関東地方では
今でも黒塗りまつりの行事がり，南島の盆の来訪神は黒と赤の縞模様に塗られることがる。これ
ら行事の伝統は月崇拝から来ているものはずであり，その歴史は非常に久しく遠いであろう。
　片目と鍛冶との関連が古来よく論じられている。刀剣の曲がりの矯正のためという説や鍛冶師
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が火の色を片目で見るためと言った説などがる51。柳田国男の一つ目論は「片目は常人と区別し
て，神と人との謀介をなす者の印である」と，片目者は神への犠牲で，片目の魚は神撰の予定で，
他と区別するために片目を傷つけた名残であろうという解釈をしている52。事実，片目と片足な
どの伝説中の不具の根源が，すべて月の偏枯と月面の上の一目ような形象にあると解釈すること
ができるのである。鍛冶神と竈神ばかりでなく，竈神から移り変わって来る各種の家神も，盲目，
片足，つんぼ，年神，山神などのような月信仰に起源する神々がみな片目或は片足など不具の属
性が多い。
　大隅正八幡の伝説と蛭子の伝説とは同じ箱船漂流型の伝説に属するものである53。八幡の空船
で流れ来る伝説は，蛭子の空船流去の伝説の異伝であろう。大隅正八幡宮のすぐ近くは蛭子神杜
であり，二者の伝説がよく同一視されて，一緒に扱われる54。不具と関連する八幡神などは蛭子
のことであろう。
　　　　　　　　　　　　　V［．蛭子と「大人」と「小童」
　月神の形象は伝説の中に多様に見られる。前述のほかに，「大人」と「小童」にもけいしょう
現れる。これら形象は共に不具を伴う。
　中国の古代では，月は人面となり，「身長千里」の「大人」となった（『山海経・大荒北経』郭
瑛注）。八幡の神は前述の通り，不具の神であるが，そのうえに大人の姿も持っている。宮崎県
北諸剣郡山之口町富吉にある，大隅国国分正八幡を本社とする円野神社では，祭りの日に，大人
弥五郎という朱面をかぶり，大刀を侃いた一丈余りの偶人を作って四つの輸の車にのせ，十二～
三歳の多くの童子が行列の先頭でおしたことを記している55。また，弥五郎どんは岩川八幡のホ
ゼ（秋祭り）のときに，子供たちによって，町内を一巡する身の丈一丈六尺（約5．3m）の巨大
な仮面神である。なおこれと同類の行事は，南九州各地の八幡系神社にみられるといわれる56。
　伝説の中の大人形象の多数は不具とかかわる。八幡神のほかに，例えば近江の安義橋で旅人を
追っかけたという物語，面は朱の色にて円座のごとく，広くして目一つあり，長は九尺ばかりに
して手の指三つ，爪は五寸ばかりにて云々とある57。寛政年間に世に出された『稲生物怪録』と
いう絵巻には，イッポンダタラのような一つ目でむくじゃらの赤い物の怪が，主人公の稲生武太
夫を門の外からワシづかみにつかんでいる58。
　また川越市下小坂の小畔川のほとりでは，善空という高僧が夜おそく通りかかったところ，後
ろから呼びかける声がした。振り返ると，身の丈一丈あまりもある一つ目小僧が，真赤な舌を出
して立っていた。善空は法力によって一つ目小僧をお宮に封じ込め，水天宮として祀ったとい
う59。
　巨人形象の山の神はしばしば一眼一足とし伝えられており，『肯構泉達録』巻十五，『万世百物
語』，『南路志』などに例がみえる60。岩手早池峰山の山の神，三河鳳莱山の山の神，飛騨の雪入
道，紀州果無山の神，越後の山父，阿波の山チチ，津軽新和村の山の神などいずれもその例であ
る。信州松本辺の山の神は破者であるなどの伝説もある61。
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　熊野の山中に一本タダラという怪物がいる。しばしば積雪の上に幅一尺ばかりもある大足跡を
一足ずつ，印して行った跡を見るそうだ62。
　土佐では香美・高岡等の諾郡の山奥に，一つ足という怪物がいる。往往にして雪の上にその一
つの足跡を見るという。あるいは一二問を隔てて左足の跡ばかり長く続いていることがあれば，
あるいは右の足ばかりで歩いているのもあったという63。
　土佐の山村では山鬼または山父というものが，眼一つ足一つであると伝えられている。山父は
また山爺ともいう。いわゆる山男と同じ物である。形は七十ばかりの老人のようでよく人に似て
いる。身には蓑のような物を着け眼一つ足一である。常に人の目にかかることはないが，大雪の
時，道路の上にその通った跡を見ることがある。足跡は六七尺ずつでは相当な大躯のはずである。
　雪とともに現れる怪物はまた目が一つ足一本の大入道（岐阜），独足鬼の雪女郎（山形，新潟），
及び雪おなこ（津軽），雪おんば（宇和）などがある。これらは山の神と似かよった伝承である。
山の神は一二月十五日，吹雪の激しい中に出るとも言われ，この日は山に入るなという禁忌が各
地に存する。『遠野物語』によれば，「正月十五日の晩を小正月と言ふ．…・∴宵を過ぐれば此晩に
限り人々決して戸の外に出づることなし。小正月の夜半過ぎは山の神出でて遊ぶといひ伝へてあ
れば也」。一方，「小正月の夜，または小正月ならずとも冬の満月の夜は，雪女が出でて遊ぶとも
言ふ。童子をあまた引連れて来ると云へり」と言われる65。
　山神ρ不具と巨人の形象はこの神の月神から来た性質を説明している。山神は伝承の中に残忍
な性格を示す。山神や山姥，雪女などは，昔話や伝説の中でよく人を取って食う。一方，福神の
性格をもっている。その原因はすべて月の形象からきたものであろう。月は半月があるために破
壊のイメージがありながら，一方では満月になったら円満の象徴でもある。「姥川」という昔話
中に，山姥は元は助けられた蛙であるという話型がある66。これも山姥や山の神などは木の象徴
であるという好例である。
　山の神はある時には「小童」の姿もある。土佐の山中の山爺は，他の書には形人に似て長三四
尺ともある。一眼ははなはだ大にして光あり，他の眼ははなは小さい。ちょっと見れば一眼とも
見えるゆえに，人の多くはこれを知らずして一眼一足などというのである67。豊後のあるところ
の山には，セコ子という物が住んでいた。三四尺ほどにて眼が顔の真申にただ一つある。同地の
ある山村の庄屋が，山中に狩する時，山上二三尺の窪たまりの池の端に，七～八歳ばかりの小児
が総身を赤くして，一眼なる者五～六人いるのを見たという68。そのほか，不具は小童と関わり，
「一目小童」，「一目小僧」の話が有名である。
　小童の姿は蛙の形であり，中国には蛙の形は「状如小児」という。日本の東北地方では，小児
は蛙と同じような名前を持つ。八幡神は蛙（月）の神だから，その初めの御顕現の時，化作三歳
の小児の形で，竹葉の上に現す。蛙は月の象徴であるために，不具と係わる伝説もある。新潟県
の昔話に，次のような『蛙女房』の話がある。
　産み月になり帰る家もないという女房が里に行くというので，その跡をつけると池の中に入る。
蛙の鳴き声がするので男は石を投げつける。三十三日目に女房は子供を負って破足を引いて帰る。
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子守りをしていると石が飛んで来て怪我したという。石はおれが投げたというと，女房は惰然と
して私は蛙にちがいない。乳がわりに目玉をしゃぶらせてくれと左目をくり抜いて渡し，子供を
置いていく。目玉で半年ぐらいはそだった後で泣くようになる。子供が泣く時は窓の下に蛙が出
て鳴く。男が池の傍に行くと片目で破者の妻が来て子供の礼を述べ，盲目になってもかまわない
といって，いま一つの目玉を抜いてやった。おかげで子供は成長する69。
　中国の古い書物中に山の神は「襲」という，『荘子』に「山有愛」とある。襲の形は『山海経』
『説文』『文選』などすべて「一足」という。『国語・魯語』には「襲一足，越人謂之山繰」とあ
る。山操について，祖沖之の『述異記』を集めた『古小説釣沈』には「一手一足」，また「山神」
という。山繰はまた即ち山鬼，山精などである。山鬼は，宋洪遭『夷堅乙志』巻二によれば，　　’
「・一・有山鬼入其室，自天窓垂一足徹地，黒毛穆々。民戯謂之日，『若果神通，更下一足』。鬼不’
能答。少頃収足去」という。この山鬼は足一本でもあり，「白天窓垂一足徹地」といわれ，その
大躯もよく知られる。また「山大人」の身躯も大きい。『太平環宇記』巻一○○には，「剣山・一・
其中有山魅，一其形似人，生毛，黒色，身長丈余。……或時遺下藤制草軽，長二尺五寸，郷人所謂
山大人」という。一方，伝説中の山鬼は背丈が低いものもある。例えば，『太平御覧』巻九四二
には『永嘉郡誌』を引いて，「安国剣には山鬼がいる。背の長さは一尺ぐらい」という。又晋の
葛洪『抱朴子・登渉』に「山精之形如小児而独足」という。これは日本の「一目小僧」の伝説と
近い。『太平御覧』巻八八六には『玄中記』を引いて，r山精如人，一足，長三四尺。食山蟹，夜
出昼蔵。人昼日不見，夜聞其声。千年轄蛤食之」という。これによって，中国の山神は日本の山
の神と同じ性質であり，月の象徴の蛙（塘除）とかかわることがわかる。
　要するに不具が「大人」や「小童」や山の神などと関連することはすべて月信仰の名残りであ
ると言える。「姥皮」，「蛙女房」などの昔話や伝説から見ると，蛙を象徴とする月族は渡来の一
つ証明であることがわかる。このように，不具の山の神及び山姥，蛙女房などは即ち蛭子である
といえよう。
　　　　　　　　　　　　　　　　．V皿．蛭子と蛇の不具
前述の通り，蛇は月の象徴である。伝説の中に蛇が不具とかかわることも数々見られる。
柳田肉男の『一目小僧その他』や「片目の魚」などの文中には蛇の不具の例が十例もあるが，
ここでは二三の例をとりあげる。
　　　飛騨の荻原の諏訪神社は，……社を移して城を築かんとした時に，霊蛇が出現して路に当っ
　　て動かなかったので，梅の折枝を揮ってこれを打つと，蛇は眼を傷つけて退き去り，今もっ
　　て氏子は梅の木を裁えることを忌んでいる70。
　　　阿波の福村の池の大蛇は，月輪兵部に左の眼を射られ，その霊，崇をなして池の魚は今も
　　ことごとく片目である。71。
　　　駿河の足久保と水見色との境の山には，一つの池があって三輪同系の伝説をもっていた。
　　昔水見色の杉橋長者が娘に，夜な夜な通う男があって，拷の糸を襟に縫いつけてその跡を繋
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　　ぎ，ついにこの池の主であることを知った。長者憤りに堪えずして多くの巨石を水中に投じ，
　　蛇はそれがために一眼を失い，その縁によって今も池の魚が片目である72。
　また『日本伝説集』によって，下野の日光山彙の最高峰の黒髪山の神使は蛇である。何時の事
だか，同じ山彙中に赤薙山の神使の百足と戦った。その結果，黒髪山の勝利に帰したが，蛇はそ
れがために一眼を失ったという73。
　そのほかに全国的に分布する蛇女房の昔話がある。蛇を助けたことのある男の所に美しい女が
やってきて嫁になる。やがて女は子を宿し，「お産の時部屋を見るな」と言い置く。・しかし男は
つい覗いて大蛇姿を見てしまう。女は実はかつて助けられた蛇で池の主であるという素性を告げ，
赤子のために玉（片目）をおいて去る。その玉をしゃぶって子どもは無事生長するが，玉が評判
となり殿様に取り上げられてしまう。困って池へ行き事膚を話すと母親の蛇が現れてもう片方の
目をくれる。蛇は盲目になってしまい時が分からないので朝夕に鐘を撞いて知らされてくれと夫
に頼むという74。
　このほかに，盲目者は蛇を殺す話も多く見られる。例えば梅野座頭の伝説がある。昔大蛇があっ
て天堂岩を巻き，時々人家を害し，すでに神殿をも破らんとしたのを，為朝は武雄庄にあってこ
れを聞き，天堂岩に至ってこの蛇を射れば，大蛇はたちまち谷に墜ちて音雷のごとく叫ぶ。この
山下なる宮野に梅野座頭という盲目あり，為朝の短刀を乞い得てこれを帯び，谷底に下がってか
の蛇を刺殺したという75。
　また琵琶法師の昔話が各地に残っている。昔一人の座頭が琵琶を背にして山路に行き暮れ，野
宿の淋しさを慰めんとひとり琵琶を弾じていると，傍に一人の者来たり感嘆してさらに数曲を所
望し，別れに臨んで言うには，明日麓の里へ下るとも構えて永逗留をするなかれ，われ実はこの
山に住む大蛇にして近き内に洞を抜け里一円を大沼にするつもりである。そなたには芳志あれば
秘々に告げ知らせるが，これを他人に告げると即時に命をもらうといって消えた。琵琶法師遣々
思案して，白分一人の余命を惜みても詮なし，これを里人に知らせて功徳をせんと決心し，村に
往いてこれを語ると，一同の者大いに驚き怖れ，談合の末に無数の大鉄釘を鋳させて，これを満
山に打ち込みその大蛇を殺し難を免れたが，琵琶法師はその崇によってたちまち苦しみ死んだ。
里ひと謝恩のために祠を建てて永くその盲人を祀ったというのである76。
　前述の通り，蛭子は中国の伝説中の萬に当たる。禺の出生について，二種類の言い方がある。
『山海経・海内経』には「祝融殺縣於羽郊，縣復生萬。」という。『帰蔵・啓笠』にも同じ記載が
ある。また『世本』には「禺母修己，……胸折生萬。」といった。この二種類の言い方は矛盾す
るわけではない。前の説は縣が火の神の祝融に殺されたが，同時に萬が生まれたというもので，
この伝説は日本の火神が生まれてからその母を殺す故事と対応する。萬は火の神に当たる77。ま
た修己の己は巳の誤りで，修巳は即ち長蛇の意味である。己の字も蛇から出て来た，蛇信仰の一
族の自謂であろう。日本には大己貴命の神話がある，大己貴命は即ち大物主神のことであり，三
輪山の蛇婚神話の主人公である78。そのゆえに大己貴命の己の字は蛇の意味もあると言える。負系
は月信仰の一族だから，萬が縣から生まれたのであり，また修己（巳）から．生まれたのでもある。
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この長蛇は月の象徴であるために，伝説の中に常に片目の不具を現す。禺は月信仰の蛭子にもあ
たるために，蛇を殺す人も盲目の不具者である。これらの伝説と昔語はこのような重要な歴史事
実を反映しているのである。われわれを当惑させる細部の特徴，例えば蛇の鉄を忌むということ
や蛇と盲目の交渉に必ず音楽の一面があることなどは，蛇を象徴とする負系の一族を殺すものが即
ち火と鍛冶の一族であり，この族に属する一足の襲，幕，かみなみ神などが楽師の一面を持つこ
とによる。「薬師」という伝説の根源は蛙の「鼓原而煕」からきたものである。
　日本の神話の中に，素菱鳴尊が八岐大蛇を殺す故事がある。素菱鳴尊は中国の神語伝説の中の
禺や月神などと対応関係にある。この点についてすでにほかの文中に論じた79。前述の通り，萬
は蛭子と同じく不具児である。素菱鳴尊と蛭子は共同の属性をもつ。『鶴岡勘文』云，「三郎殿，
月読尊，蛭児，素菱鳴尊，是広田西宮之三殿是也」という80。三者の実体は一つであろう。藤浪
時縄の『古今本朝神階編』に「神皇正統録ニモ，第一巻二，…蛭児ハ酉宮ノ大明神エブスニナリ
夷三郎殿コレナリ。コノ神ハ海ヲ領シタモウ」という81。神話中，素菱鳴尊は海原の主でもあり，
同じ神格を持つ，三谷栄一は『日本書記』の本文，第十の一書に，素菱鳴尊と一緒に蛭子が生ま
れたとし，天磐豫樟船に乗せて流すという記載によって「ヒルコに天降るとか神降臨とかの意を
もたせているから，ヒルコは実はスサノヲでもあったと思うと指摘した82。素菱鳴尊はすなわち
月神である説が早くからある83。素菱鳴尊は不具とも関連する。琉球最古の辞典と言われる『混I
効験集』にはビルという語辞を解釈して，
　　「ひる　童の久敷足立ざるを云。
　　　蛭子と書歎蛭子と申は素菱鳥の尊今の西の宮大明神にはおはします生れ給ひし後三年まで
　　後足立ずして片輸におはせしかばいだき船に乗て海に放て奉る…」
とある84。彼の突泣は不具の一種類の表現でもあり，目には傷がある証明であろう。『古事記』
垂仁天皇の条に本牟智和気王が出雲へ行って大神を拝んだ時，道路の上で破盲に逢ったという。
出雲の大神は素菱鳴尊のことであろう。彼を拝むとき，破盲に逢うことは素菱鳴尊が不具と関連
するもう一つの証明である。出雲と関連するほかの神にも不具の現象が見られる。事代主命伝説
の中に命の腕は鰐に噛まれたというものがある85。大国主神のもう一つ名は葦原醜男という。醜
男というのは不具から出てきた名前であろう。素菱鳴尊とか蛭子とか，前に列挙した名前とその
故事はすべて同一の歴史事実を背景として伝説中に異なった表現形式として現れたのであろう。
　蛇から生まれた児は背丈が高く，大きな力を持つこともある。例えば次のような砥大太伝説が
ある。
　豊後国片山里の一人娘に，男が通って来る。やがて身重になるが，男の素性はわからない。母
の教えで，朝，男が帰るとき，狩衣の頚の上に針をさし，緒環（巻いた糸）をつけておく。糸を
たどって行くと，豊後国との境にある日向国の姥嶽の腰の大きな岩穴の中に入っている。正体は
五丈ばかりの大蛇で，日向国の高千尾大明神である。娘は男子を生む。幼いときから，大力で，
体も大きい。十一歳で元服させ，大太と名付ける。夏も冬も，手足に大きなあかがり（あかぎれ）
が出来ているので，砥大太と呼ばれる。かの大太には背に蛇の形があり，これによって尾方とい
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う姓がつけられたという86。このほか，蛇とかかわる巨人の伝説は，伊吹弥三郎，道場法師，五
十嵐小文治などがある。彼らは柳田国男が指摘するように，もとは共通した巨神伝承から出たも
のである。大人彌五郎及び大太法師などと共通の点を持つ月の象徴であり，月信仰の一族の伝説
の現れである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　皿、不具との習合
　歴史の発展につれて不具についての伝説も変化してきた。仏教は日本に伝来したあとで，神仏
習合の結果，伝統的な神は仏教信仰の形象と関連するようになった。例えば大黒天と竈神との習
合などがこれである。これらの習合は新しい神に古い神の生活と色彩を具えた。仏教の関連人物
は不具とも関係を持った。柳田国男の『片目の魚』の文中で引法大師，行基菩薩，新鷲上人など
の例がある。ここで引法大師を例として取り上げる。
　例えば引法大師は山越の貧者が供養した焼き鮒の片身を受けて，これを井手に放したため，今
もこの水に住む鮒は皆片目だと伝えている87。
　「引法の彫り残し」には，昔，引法大師が祖谷へやって来て，深渕で毘沙門天の像を夜中まで
かかって彫ろうとした。それを知ったあまのじゃくが邪魔をしようとして。まだ夜が明けないの
に鶏の鳴き真似をした。それを聞いたお大師さまは，もう夜が明けたのかと思って，左の手は彫
り残したまま久保へ投げつけた。久保の毘沙門天堂の毘沙門天に，左手がないのはそのためであ
るという88。引法大師自身が片足であったという俗伝も多い89。彼はいくつかの伝説の中で，不
具と関連することのほかに，農業の伝播者ともなっている。「引法と麦」の故事の中には次のよ
うな伝説がある。
　引法大師は天竺から麦の種をふくらはぎに入れて帰る。ほえた犬は主人に足を切られるが，大
使に手当てをしてもり，以来片足を上げて用を足す。脱ぎにはたての切れ目がある90。
　「引法大師行状記」中の竜頭太事の物語は次のようなものである。
　　或記云，古老伝云，竜頭太ハ和銅年中ヨリ以来，既二百年二及フマテ，当山山麓ニイホリヲ
　結テ，昼二田ヲ耕シ，夜ハ薪ヲコ（樵）ルヲ業トス，其ノ面竜の如シ，顔ノ上二光アリテ，夜
　ヲ照ス事昼二似リ，人是ヲ竜頭太ト名ク，其ノ姓ヲ荷田氏と云フ，稲ヲ荷ケル故ナリ，而二引
　仁ノ此二哉，引法大師此山ヲトシテ，難行苦行シ給ケルニ，彼ノ翁来テ日ク，我ハ是当所ノ山
　神也，仏決ヲ護持スヘキ誓願アリ，願ハ大徳常二真蜜ノ法味ヲ授ケ給フヘシ，然者愚老糊忽二，
　応化ノ威光ヲ耀テ，長ク垂跡ノ霊地ヲカサリテ，鎮二引法ノ練宇ヲ守ルヘシト，大師専服鷹セ
　シメ給テ，深ク敬ヲ致シ給フ，是以其の面顔ヲ写テ，彼ノ神体トス，種々ノ利用連々二断絶ス
　ル事ナシ，彼ノ大師御作の面ハ，当社の竈戸殿二案置セラル，毎年祭礼ノ時，神輿相共二出シ
　タテマツル，価当社二荷田ノ社トテ鎮座シマシマスハ，彼の社壇也，今ノ神宮肥前々司荷田ノ
　延種ハ，竜頭太ノ余胤也91。
　この伝説の中には，不具のことが出現しないけれども，引法は農神（稲荷神）や山神や竈神な
どとかかわることがわかる。竜頭太の「其ノ面竜の如シ，顔ノ上二光アリテ，夜ヲ照ス事昼二似
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リ」は，月の形象であろう。山神とは，前述の通り月神から出てきたのである。肥後和男はかつ
て素菱鳴尊が山の神であると論じた92，ほかには，例えば『古今本朝神階編』に「月の神トハ月
読尊，今ノ高野丹生の大明神コシナリ，コノ神ハ山ヲ領シタモウ」ということもある93。竜頭太
は山神であり，同時に竈神でもあり，また農神でもある。前に述べたとおり，八幡，倭姫，蛭子，
スサノオなどは共に同じ史実の異なる伝説形式をなしており，倭姫は農業の伝播者として認めら
れており，八幡神も農業神の一面がある。これについてははすでに論じられている94。例えば『築
紫野民謂集』には，この地の八幡様が，「秋の祭祀に人身御供をあげないと五穀を実らせない」
といったという伝説は，よく八幡の農神の性質を説明している95。蛭子にも農神の性質がある。
『蟹藩名勝考』で，蛭子は「天下司農の神」という96。神仏習合の結果，引法大師は不具との関
連と同時の農かみ竈神などもかかわった。引法と竈神の関係は，また「引法と炭焼き竈」の伝説’
の中に見られる97。
　不具と習合の現象には，福達磨がある。群馬をはじめとして関東の諸地に見られる達麿市は今
もなかなか盛大であるが，目無し達麿を買って，これに目一つを入れ，願をかけて，一年の終わ
りにもう一つの目をいれて焚いたり，流したりする。願事をかなえてくれたらもうひとつの目を
入れるという点よりも，もっと重要なことは，目一つの達麿である時に特別な霊能があると信じ
られていることである。二つの目になった達磨はもはや霊力を失って，焚いたり，流したり、され
るだけである。不具なるが故にもつ霊力である。円形の福達麿の像は月面及びその象徴の醜い竈
面と関連があり，或は縄文時代の月神偶像の土偶の精神内容を引き継いでいると考えられる。
　これら不具現象の背後には共通の遥かな歴史の素因がある。これこそが月の信仰であると思う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　x．淡島について
　『古事記』によれば水蛭子が生まれてから，「次に淡島を生みき，こも亦，子の例には入れざ
りき。」という。
　『日本書記』の第四段の本文には，伊装諾尊と伊突再尊二神は，「是に，陰陽始めて蓮合して
夫婦と為る。生む時に至るに及びて，先づ淡路洲を以て胞す」とある。また『日本書記』の一書
日はく，陽神は陰神（伊奨諾尊と伊突再尊）と唱和し，「遂に為夫婦して，先づ蛭子を生む便ち
葦船に載せて流りてき。次に淡洲を生む。此亦児の数に充れず」という。
　淡島（淡路洲，淡洲）を胞とするのは同じ子の例に入れない蛭子であろう。胞の字は，いくつ
かの解釈があるが，ここでは同胞兄弟の意味であると思われる。しかし，単純に肉親兄弟のこと
でなく，一つの共同血統の原始集団より分裂した兄弟集団のことであり・，すなわち民族学上の胞
族という意味である。
　淡島は江戸時代の随筆集『続飛鳥川』などによれば，住吉明神の后神であると言われる98。后
神の意味は婚姻の相手を指す。これは原始婚姻形態中の集団の人格化であり，互いに婚姻を結ぶ
胞族の両族中の相手側を指すものである。住吉明神は『諸社根元記』によれば竈神である99。前
述の通り，蛭子は竈神でもあるので，住吉明神の后神は即ち蛭子の后神でもある。これは蛭子と
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淡島とは胞族であるということの証明である。逆に，竈神はまた蝦膜神であり，月の象徴でもあ
るので，淡島の相手一族の竈神の性質は蛭子の月神の性質を証明する。
　淡島は一説によれば少彦名命（少名毘古那神）であり，淡島神社のもともとの祭神は，少彦名
命と伝えられる。この神について，『古事記』には次のように記されている。
　　故，大国主神，出雲の御大の御前に坐す時，波の穂より天の羅摩船に乗りて，鵜の皮を内剥
　ぎて衣服にして，帰り来る神ありき。ここにその名わ問はせどもこたへず，また所従の諸神に
　問はせども，皆「知らず。」と白しき。ここに谷膜白しつらく，「こは崩彦ぞ必ず知りつらむ。」
　とまをしつれば，すなわち崩彦を召して問はす時に，「こは神産巣日神の御子，少名毘古那神ぞ。」
　と答へ白しき。故ここに神産巣日の御祖命に白しあげたまへば，答へ告りたまひしく，「こは
　実に我が子ぞ。子の中に，我が手俣より漏きし子ぞ。故，汝葦原色許男命と兄弟となりて，そ
　の国を作り堅めたまひき，故，その少名毘古那神を顕はし白せし謂はゆる崩彦は，今者に山田
　のそほどといぶぞ。この神は，足行かねども，尽に天下の事を知れる神なり100。
　崩彦は何故「足は行かねども，尽に天下の事を知れる」のか，また谷膜は何故崩彦のことを知っ
たのか。注によれば山田のそほどは山田のそほづと同じ，かかしのことという。しかし，かかし
が何故尽に天下の事を知るのだろうか。かかしは一般に一本足の姿を示し，これは山神の現れで
ある。山神は月神から出て来たものである，月は片足の姿のほかに，申天をゆく故に尽に天下の
事を知ることができる。だから，崩彦は山の神であり，月神でもある。かかしと姿が近いことで
後世に混同されたのであろう。谷膜は注によればひきかえるのことであるという。これもやはり
月の象徴である。それ故，谷膜は崩彦のことを知ることができた。彼らは少名毘古那（淡島）と
相手の胞族だから，少名毘古那神のことを知ることができるのである。
　少名毘古那神は鵜の皮を衣服にして，帰り来る神である。鵜の皮の衣服は満身羽根で，鳥のシ
ンボルであり，日の象徴である。和歌山市加太の淡島神社に祀られる淡島神像は，身には烏の服
を着て，手には稲束を持つ。足のそばには蛙の塑像がある。使神はカエルであると言われる101。
月と日信仰の二族は互いに胞族となり，互いに使者となる。伝説によれば，月神の神格を持つ西
王母は青烏を使者とする（『山海経・海内北経』郭瑛注）。これによって推理すれば，蛙を使者と
するのは日の族である。日族の胞族とする蛭子は明らかに月信仰の一族であると認められる。こ
れはつまり淡島の使神とするカエルの］族である。
　『日本書記』神代上第八段の一書第六には少彦名命について次の記載がある。
　　かの大己貴命と，少彦名命と，力を致せ心を一にして，天下を経営る。復顕見蒼生及び畜産
　の為は，其の病を療むる方を定む。又，鳥獣・昆虫の災異を接はむが為は，其の厭むる法を定
　む。是を以て，百姓，今に至るまでに，ことごとくに恩頼を蒙れり102。
　このように，大己貴命と少彦名命とは一対の双神で考えられる。大己貴命は前述の通り，蛇の
神であり，月の神である。彼のもう一つの葦原醜男の名前は不具と同じの意味を持つ。だから，
これはやはり日本の歴史上の月，日を象徴とする二族の物語であり，蛭子と淡島の伝説のもう一
つ形式である。大己貴命の神格はここでは蛭子に相当する。
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　要するに，蛭子と淡島との神話は双生児神話の一つ変体である。これは，古代のそれぞれ日と
月を象徴とする二つの半族の歴史の反映であろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　X．空船の流放について
　『古事記』によれば，二神は水蛭子を生み，この子を葦船に入れて流し去ったという。『日本
書記』には，この子天磐樟船に載せて風のまにまに放ち棄てた，或は葦船に載せて流したという。
これを解釈する諸説は前に簡単に紹介した。蛭子が船で流放する伝説は，大陸の月信仰集団が海
を越えて日本へ渡来したことの反映であると考えられる。
　前述の通り，蛭子の伝説は大隅正八幡の伝説と同じ箱舟漂流型の伝説に属するものであり，八
幡が空船で流れ来る伝説はつまり蛭子の空船流去の伝説の異伝であろう。蛭子伝説と大隅正八幡
伝説との共通性は箱船流放，不具などのほかに，蛭子神社と大隅正八幡宮の距離が非常に近いこ
ともあげられる。蛭子の伝説は『記』『紀』には出てきたが，民間の伝説の中では，南九州にの
み伝えられている103。南部九州の古い文化の特徴は月信仰の文化に属すると言われ104，これが
蛭子伝説と正八幡伝説の共通基盤であると思われる。蛭子と八幡神の母神は共に月神の神格を持
つ。
　八幡神は辛国の渡来神であり，「古吾震旦霊神」であるという伝説がある105。『八幡愚童訓』
や『惟賢比丘筆記』などによって，大隅正八幡宮の縁起は，震旦国の陳大王の娘大比留女が，七
歳にして夫なく妊った。父母は空船に乗せて流したところ，大隅の八幡崎に漂着したと伝える106。
震旦国の陳大王というのは，かつて陳地を都とした中国の伝説中の炎帝のことである。炎帝の娘
は東海へ遊んで還えずという伝説があり，これは大比留女を空船に乗せて流したことと合致す
る107。炎帝は伝説の中では「牛首蛇身」と言われる。牛と蛇はともに月の象徴である108。炎帝
というのは比の帝の意味である。『准南子・氾論訓』に「炎帝干火，而死為竈」と，高誘注には「炎
帝，神農，以火徳王天下，死托祀干竈神」という。これは前述の蛭子と火の神の性質との一致で
ある。それ故，八幡神を空船に乗せて流したという渡来の伝説は蛭子の「葦船に入れて流し去て
き」或は「天磐樟船に載せて風のまにまに放ち棄つ」ということの異伝であろう。
　歴史のある段階で，大陸の月信仰及びその信仰集団は日信仰集団に押し退けられたと考えられ
る。文献によれば，主要なルートは二つある。一つは西北方の三危に入ったもの，もう一つは南
海に入ったものである。そのため中国南部及び東甫アジア地区の人祖伝説の中には，初生子の不
具やそれを水中に放棄した話が多い。蛭子の伝説は南九州に盛んであり，その地理的位置は日本
列島にとって中国南部と一番近く，中国南部の月信仰はここで一番大きい影響を与えたはずであ
り，蛭子の空船流放の伝説は，月信仰集団が中国南部から渡来した史実の反映であろう。月信仰
集団渡来のルートは一つだけでなく，その伝説にも色々なものがあるが，蛭子の伝説は甫九州地
方の伝説の特徴を持つと思われる。
　天孫降臨の神話伝説は南九州とも密接に関連する。天降の日向高千穂の峰，日南海岸の鵜戸神
宮（宮崎市中心部から四三・五キロ。祭神は鵜葦草葦不合尊），及び隼人と関連する海幸彦・山
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幸彦の故事などは甫九州と切り離すことができない。天孫降臨の神話の主役は，天津日高日子番
能迩迩芸命（『古事記』）という表記のほかに，天津彦彦火婁壇杵尊（『日本書記』第九段本文），
天津彦国光彦火壇婁杵尊（『日本書記』第九段一書第五），天津彦根火婁壇杵根尊（『日本書記』
第九段一書第六），天之杵火火置瀬尊（『日本書記』第九段一書七）などの火のつく表記もある。
この天孫の三御子はみな火のつく名をもつこれは蛭子及び八幡の火神の性質と同じで，明らかに
月と火を崇拝する集団の渡来と関連する。
　蛭子の物語で最も人々に誤解を引き起こさせるのは，空船が来てまた往ってしまう問題である。
四国南海岸］帯に伝えられている「鴨姫」や「京女郎」109などの姫君流放の物語はこの問題の
理解するに助けとなる。これらの物語は種々の異伝があるが，全体からみれば，正八幡の伝説と
大同小異である。鴨姫は一説には豊玉姫である。柳田国男によれば，姫の名に玉の字がついてい
るのは，炭焼系統の故事の共通点の一つである110。だから鴨姫の物語も炭焼きの物語の系統に
入れることもできる。鴨姫の病気は，蛭子の不具に当たると受け取られる。これらの伝説は，あ
る異伝によればその船は他国から流来するが，ある異伝の中では「京都」より流来したとされる。
この空間的変化の問題が蛭子の伝説の理解に役に立つ。その故事の背景はアジア大陸を中心とし
て展開したものであると思う。
　不具を標識とする月信仰及びこの信仰集団は，彩文土器を特徴とする新石器時代の文化の主体
である。縄文文化には，不具の形象の土偶，仮面などが大量に出土している，これは月の神の写
しである認められており，蛭子の形象でもあろう。彩文土器の文化は世界の拾い地域で伝えられ
’た，月の神は同時に火の神であるので，鍛冶と火事の神が破者や足曲りや一つ目と言った不具で
あるとする伝説は，エジプト神話のブター，ギリシア神話のへ一パイストス，ローマ神話のヴル
カヌス，ドイツ伝説のフオルンドなど多数ある。これらは共通の文化基盤を持つ文化の伝播によっ
て形成されたのである。この伝播はアジア大陸より日本列島へ向ってから，さらに日本列島より
外へ伝播したことも存在したと思われる。アメリカ大陸の古い文化層と旧大陸の古文化層の文化
の一致性は日本列島がその伝播の橋の一つとなったのであろう。この意味上に言うと，蛭子が「流
し去った」も言える。．
　　　　　　　　　　　　X1．蛭子（ひるこ）の語義について
前述のように，蛭子は月の神，火の神の意味を持ち，そのために不具の特徴を持つ，「蛭子」
という名前及び「年三歳に満りぬれども，脚尚し立たず」という言葉は，彼の不具の性質を説明
したものであろう。「ひる」の語源については，橘守部，白鳥庫吉らが述べるように，「ひる」は
「ひるむ」や「しびる」などの語根の「ひる」と同じであるために，ひるの意には湊える，たわ
む，萎縮する，などの意がある。「ひるむ」は『和名抄』病類の部によって「湊痒」とあり，し
びるは癖のことを指す。ひると訓読ができる字には民，灰，翻，干，簸などがある。大部分は偏
りや萎縮などの意がある。またひると訓読する字には舜という字がある。舜は伝説中の中国古代
の曾長である。『史記・五帝本紀』中に世系は月族の昌意一系に属するとある。彼には背丈が短
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い（『萄子・非相』），黒かびような顔（『准南子・修務訓』），面頗には毛がない（『孔叢子・居衛』），
両眸子（『屍子』）といった種々の生理的欠陥がある。。舜の祖先には不具の姿が多い。父の替隻
は盲目である（『史記・五帝本紀』）。その祖の幕は楽章をすることができ，伝説中の楽師はつま
り要である（『尚書・舜典』，『呂氏春秋・古楽』）。襲の姿は前述の通り，『山海経』，『説文』，『文
選』などすべて「一足」という。ひるの語意は確かに蛭のような不具の意味を持つのであり，ひ
るを「個子」とするような解釈及び沖縄では足なえの子を「ビル」と呼んでいるような例は，そ
の本義通りであると思う。
　一歩進めれば，干や庫や凋などの意味に近い字，例えば枇，卑，稗，僻み，退，退く，低い，
引け，微，疲，届，皮，歪む，潜み，乾反る，捻るなどは，共にひ（び）の音がついている。そ
の一部は漢語の発音にも近い。これらは火の語根とも関連する。火神の募はひきといい，光はひ
かるという。言語発生の初期に，不具と火との関係があったことがわかる。
　『竹取物語』で，月世界から来たのは赫突姫は漢語の発音はHeであり，ひの音と近い。前述
の通り，伏義は月神の神格を持つ。伏義はまた赫義とする。赫突（Heyi）と赫義（Hexi）とは明
らかに一つ名前から変化してきた。突（Yi）と義（Xi）とは漢語中では一音の転である。赫の意
味は火の光の様子と色であり，二つの赤の字で組み立てられる。その意味が赤と通じ，炎帝はま
た赤帝と呼ぶ。火の色は金の色及び月の色とも近く，日本養蚕の起源の伝説にある金色姫もまた
海外から流された姫である。伝説によると，この姫は天竺国の旧伸国の王女であり，後の妃から
迫害をうけて，大王によって，うつほ舟にこめられて海の彼方に流された。ついに日本国に流れ
着いたという。さらに，欽明天皇の皇女として，かくや姫とよばれたが，常陸国の筑波山に飛ん
できて，富士山の方に移っていったとも伝えられる111。金色の蚕の姫は即ち赫突姫である。蚕
の字は日本語の史で「ひる」と訓読することができる112。漢語の中では，蚕は月と火との象徴
の轄（ひきがえる）と同音である。日本の方言の刊こ欝をひきといい，蛙をひ一るといい，ひき
（募）のこをびる，びるこなどというのもある113。中国の養蚕起源の伝説には，一説には黄帝
の後妃の累祖は初めて人々に養蚕の方法を教えたという。累は孫，縣などと造字が似る。孫は子
から系出の意味であり，縣は魚から系出の意味であり，累は田から出てきた意味である。田はい
わゆる鬼頭であり，月の象形である。黄帝のもう一人の後妃の名前は摸母という，これは月の象
徴の摸の意味であり，累祖と同じ意味を持つ。摸の発音はMaだから，蚕の起源の物語にはいつ
でも馬（M1a）と関連する。膜即ち蛤膜であり，轄（ひきがえる）を指す，それ故，中国語の蚕（Can）
の発音は婚（Chan）から来たはずである。ミャオ族の養蚕の起源の伝説の中に，即ち轄除（蝦模）
が出てくる玉14。物語中の天埜というのは『大唐西城記』によると月の意味もある。
　蚕（Can）の漢語の発音は，残，惨など不具や破壊の意を表す字を同じで，斬などとも一音の
転である。この音にはまた燦，榮など光明を表す字もある。Canと発音する字はShanの音の転
もあり，例えば参（漢語音CanまたShan）の字がある。この字は三（Shan）の異体字である。
漢語で三と同音の字，例えば山（Shan）は，日本語の中にやまという。病気のほうはやまいと
いい，不具との意味が近い。漢語でShanの音と近い字は例えば蒜（Suan，舜（SHun）などがあ
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り，日本語の中では，共にひると訓読する。発音の近い傷（Shang），損（Sun）などの字も不具
の意味を持つ。
　中国の養蚕起源のもう一つの説は，『後漢書・礼儀誌』に『漢旧儀』を引いて，「今欝神日苑賦
婦人，寓氏公主，凡二人」という。苑飯，『晋書・礼志上』に苑飯とする。苑，苑は苑，碗など
のように，物体の曲折，凹入の状態を表す。土器中の碗（鉢）は月の形をまねたものであり，日
本古代の杯（つき）というものは月と同じ音を持つ。『広韻』に「磁，器空中，亦病也」という。
このほか，弱いとか汚いとかの意味もある。「寓氏」の寓の字は禺や隅や虞などと通じ，禺の字
とも同源の字である。蛭子神話の担い手の隼人の居住地は「大隅」と称する。隅の字は，日本語
ではすみと訓読みし，炭，墨と同じで，隅には炭や火の義，竃神のような墨黒，醜いといった意
味もあるはずである。前述の住吉（すみのえ）大神は竈神である。禺の字は一説によれば猿の義
もある。先払いの神の猿田彦神は隼人の祖先神の大人弥五郎であるという説もある1I5。先導神
というのは，蛭子が神の一番の子で，海に流れた性格と一致すると考えられる。
　このように，ひるという言葉は火や月や不具などと深い関係を持つ。日という字はひの音もあ
る。しかし，日神は月神の子であり，日信仰の一族は月信仰の一族から出てきたのである。一方
日のひは火のひから引き継ぎながらも，日族と火（月）の族とは異なる二族であるので，日のひ
と火のひは区別されることもある。萬葉仮名の中の日のひと火のひは，言語学者には甲，乙二類
に分けられる116。その原因は，日のひと火のひは異なる二族に属することになるのであろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　X皿．結
　蛭子の不具性は月崇拝の歴史によって引き起こされた伝説であり，月の不具の形象の象徴であ
る。蛭子が神の一番の子というのは，この遥かな歴史段階の反映であろう。蛭子が船に乗せて流
される伝説はこの信仰集団がアジア大陸より船に乗って日本列島に渡来した史実の反映であると
認められる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
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